
意見【問11：市民の意見が市議会に反映されていない理由　③その他】
◆議員の資質
・議員の個人的価値による質問行動が多く、市全体市民の意識にもとづく発言が少ない。
・議員の行動が見えない。自分の地域のみ実施するのではなく全般にこまめに回る。
・なれあいの様。
・期待できない。
・議員が尊敬できる人物でないため、対話や請願等する気にならない。
・議員が聞きに回らない。自身の意見しか言わない。報告しかしない。
・議員としての自覚と常識がない。
・議員になれば特別の人になってしまう。
・議員にやる気があると思えない。
・議員の意識、レベルが低いため。
・議員の姿勢が問題。
・議員の資質に問題。
・議員の地域、付き合い等の私利私欲で決定されている。
・議員の不勉強。
・議員は遠い存在。
・議員は自分達の都合の悪いことは消極的である。
・好き勝手にやっているとしか思えない。
・市政よりも自分のことしか考えていない。
・市民の意見そのものも質が悪い。また議員の質も一部の人を除いて良くないので請願する気がしない。
・自分のことだけしか考えない人に市民の考えていることが分かるわけがない。
・自分の地元や関連のある人達のためだけに動いているように思う。
・誰が議員になっても何も変わらないから。
◆政策や課題が取り組まれていない
・将来性のある政策や問題に正面から取り込んでいない。
・請願、陳情の仕方がわからない。
・請願、陳情の要望事項の対応が不十分。
◆自由な意見交換ができない
・意見を言うと非協力者と言われ、名前を出せば地域での生活も問題となる。
・意見を出すことがないから、反映されようがない。
・意見を述べられる場面がない。気楽に言える仕組みがないのでは。
・一度も認めてもらったことがない。
・各町毎の意見交換会にして欲しい。
・自分の考えていることを伝える場がない。
◆市民の声が届いていない
・対話の場があっても地区の人の前ではなかなか意見が言えない。口の達者な人の意見のみが市民の意思の
ようになっている。
・一部の議員活動のみ。
・言っても仕方ないと思って言わない。
・個人の意見は取り上げてもらえない感あり。区長からの意見は実現しやすい。
・市民の声を大事にされていない。
・市民感覚とずれている議会運営。
・多数決で決めるのでいつも同じだ。結果は初めからわかっている。
・対話が反映されない。
◆その他
・知っている議員がいない。
・要望は市長にすればいいから。
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